
現在の研究関心 
　エストニアでは1991年の独立回復後、急激な社会変革が起こっており、社会的格差の拡大を引き
起こしています。そうした中で、2004年5月以降ＥＵ市民となったエストニア国民（民族的な意味
でのエストニア人、ロシア人およびその他の人びと）とＥＵ市民になれない無国籍者およびロシア
国籍者とのあいだで、法的権利だけでなく、意識や社会問題のあらわれ方に違いがあるのかなど、検
討すべき問題群は多様です。また、そうした状況の中で、歴史認識は人々にどのような影響を与えて

いるのか、ということにも関心を持っています。 
　エストニアを事例としたヨーロッパにおける重層的なシティズンシップの理論と実践についての

研究も重要な課題です。 
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